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近年、我々の研究チームでは欧米の美術館などに保管されている東アジア地域における貴重な

木彫像の樹種調査を進めている。本研究では、アメリカ合衆国クリーブランド美術館に保管され

ている中国唐代の作と考えられている時代的にも希少な木彫像、十一面観音立像についての樹種

調査結果について報告する。像の複数個所から採取された非常に小さな試料の一部に、SPring-8
の BL20XU でのシンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィーを適用して樹種識別調査を行った。そ

の結果、解剖学的特徴からイトスギ属(Cupressus. sp)あるいはヒノキ属(Chamaecyparis sp.) に
同定される樹種が使用されていることが判明した。植生からイトスギ属の可能性が高まっている

が、本研究は中国唐代における仏像に使用される檀像の代用材：栢木（はくぼく）の観念を知る上

で重要な知見の一つになると期待される。 
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背景と研究目的： 
近年、8世紀頃の日本の一木彫像にカヤが多く使用されていることが東京国立博物館や森林総合

研究所の研究などにより判明したが[1,2]、奈良時代、造像の材料がクスノキから針葉樹による造

像へと変化した大きな理由の一つは、檀像制作における代用材としての栢木（はくぼく）という観

念が中国を経て日本に伝わったことに依るものが大きいと現在考えられている。栢木は、玄奘訳

「十一面神呪心経」の解説書として、唐の慧沼（648－714）により記された「十一面神呪心経義疏」

に白檀の代用材として説かれているものである。この経典には、十一面観音を作るにあたり、白栴

檀香を用いよとあるが、もし中国や日本など白檀が生育しないところでは何の木を使えばよいか

という問いに対して、栢木を使うようにと書かれている[1,2]。この十一面神呪心経義疏は、日本

では 743年には日本でも書き写されているため、8世紀中頃には栢木にまつわる観念や考え方が十

分日本でも広まっていたものと推察される。日本では体系的な調査によりこの栢木がカヤに該当

する可能性が高まってきているが、中国の当該時期の木彫像の残存例は非常に少なく、栢木が一

体何の木に該当するのか現時点で不明瞭であった。このたび米国クリーブランド美術館所蔵の中

国の唐代と考えられる十一面観音立像の調査の機会を得ることができ、試料片の一部に BL20XU
でのシンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィーを適用したので、その結果を報告する。 

 
試料と方法： 
クリーブランド美術館のコンサベーターや学芸員のご協力のもと、十一面観音立像（図１）から

僅かな試料を採取した。美術史的な観点・解釈により中国唐代のものと推定されている。図１の写
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真はクリーブランド美術館より使用許可を得ている。採取され

た木小片のうち一点は、非常に脆かったため、SPring-8 のビー

ムライン BL20XU にてシンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフ

ィー（SRX-ray μCT）（課題番号：2021A1123）での実験に供

した。サンプルホルダーに 0.7 mm×0.7 mm×3 mm程度の試

料を粘土で固定し、サンプル台ごと 0.1 度ずつ 180 度回転さ

せ、合計 1800 枚の透過像を取得した。得られた透過像から再

構成を行い 2048 枚の画像を再構成した。解像度は 0.472 µm/
ピクセルであった。撮影には 8 keV のＸ線エネルギーを用い

た。解剖学的特徴のための断面作成などには ImageJソフトを

用いた。 
解剖学的特徴により、木材の属レベル（時には種まで）の識

別が可能である。木材 3断面の断層画像より、解剖学的特徴の

観察ならびに同定を行った。 
 

結果： 
シンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィーで得られた木

口・板目・柾目面に該当する断層画像はそれぞれ図 2a、b、c で
ある。図 2d は、柾目面の分野壁孔の拡大図である。木口面から

は早晩材の移行が緩やかであることが判明した（図 2a）。放射

組織は単列で（図 2b）、柾目面(図 2c)や柾目面の拡大図(図 2d)
からは、分野壁孔の形状が猫の目のようなヒノキ型をしており、

1分野に１－2 個程度ずつ存在することが認められた。以上のよ

うな解剖学的特徴は、ヒノキ属ともとれるが、本像が中国に由来するという前提で考えると、イト

スギ属 (Cupressus. sp)の解剖学的特徴とも酷似していることから、ここではイトスギ属

(Cupressus. sp)、もしくはヒノキ属(Chamaecyparis sp.)との記載に留めたい。 
 

 
 
図 2  SRX-ray µCT を用いて撮影した画像から、木口面（a）、板目面（b）、柾目面（c）に相当

する断層像を切り出した画像。図２d は、柾目面ｃの拡大図。個体差はあるものの一般的にこの分

野壁孔とよばれる空隙の形状、サイズ、数量が識別作業での樹種絞り込みに重要である。解剖学的

にはイトスギ属（Cupressus sp.）あるいはヒノキ属（Chamaecyparis sp.）の特徴を有していた。 
 
 
 

   

図 1 十一面観音立像（唐代）

Photograph © 2021 the 
Cleveland Museum of Art 
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考察： 
本研究で調査を行った中国唐代と考えられている十一面観音立像は、解剖学的特徴、植生など

を考慮した結果、イトスギ属（Cupressus sp.）あるいはヒノキ属（Chamaecyparis sp.）による

造像であることが判明した。ただし、植生などから、イトスギ属の可能性が高いことを示しておき

たい。本研究でえられた樹種データは中国における古代の栢木の概念を知る上で非常に重要と考

えられる。米国フィラデルフィア美術館との調査により、同じく唐代と考えられる頭部のみの木

彫像や Guardian figure（守護の役目）といった木彫像にヤナギやシナノキ属が使われている事例

が見つかっているが[3]、広大な大陸を有する中国において、仏像製作における栢木の観念がどう解

釈されどう広まっていたのかを知るためにも、今後は産地や年代調査も必要となってくるだろう。

中国と日本で、どのような樹種が栢木として選択されたのか、そしてその理由を知るためにも、現

存数はすくないものの今後も中国の木彫像に注目していきたいと考えている。 
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